
  

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

 

     
 

   

 
 

 

                

 
 

筑
波
紀
行 

 

二
乙 

山
口
鼎
太
郎 

 

四 

男
体
山
に
挑
む 

 

「
然
ル
ニ
哉
【
白
滝
の
】
風
景
ニ
恋
々
時
間
ヲ

費
ス

ヿ
【
こ
と
】
ヤ
ア
ル
。
イ
デ
ヤ
、
コ
レ

ヨ
リ
登
山
ヲ
試
ミ
ン
ト
、
一
行
杖
ニ
倚
リ
、
勇

ヲ
鼓
シ
テ
之
ヲ
攀
ツ
【
攀
ヅ
】
。
心
臓
鼓
動
大

ニ
激
シ
、
気
息
喘
々
【
せ
ん
せ
ん 

｢

喘｣

は
、
あ

え
ぐ
。
息
切
れ
す
る
】、
両
脚
疲
労
、
一
行
窮
色

【
き
ゅ
う
し
ょ
く 

｢

窮｣

は
、
逆
境
・
貧
乏
な
ど
に

追
い
詰
め
ら
れ
て
苦
し
む
。
窮
す
る
】
ア
リ
。
益
【
ま

す
ま
す
】
登
レ
バ
益
倹
【｢

険｣

の
誤
り
】
ニ
、

流
汗
背
ヲ
霑
【
う
る
】
ホ
シ
、
右
手
ノ
扇
モ
、

左
手
ノ
手
拭
モ
、
暑
サ
ヲ
送
ル
ヨ
ス
ガ
【
縁(

よ

す
が)

 
物
事
を
す
る
の
に
、
頼
り
に
な
る
も
の
】
ニ

モ
ナ
ラ
デ
、
一
歩
ニ
一
登
、
一
登
ニ
一
喘
、
余

｢

何
【
い
つ
】
シ
カ
雲
齊
【｢

霽(

は)
｣

の
誤
り
】

レ
テ｣

(注 1)

ト
唱
フ
モ
、｢

玄
海
灘｣

ノ
次
句
ヲ
発

ス
ル
モ
ノ
ナ
ク
、
唯
互
ニ
黙
行
ス
ル
ノ
ミ
。
覗

【
み 

視
】
上
グ
レ
バ
万
丈
ノ
青
壁
削
ル
ガ
如

ク
、
覗
下
ロ
セ
バ
千
尋
ノ
深
潭
【
し
ん
た
ん 

淵
】
藍
ノ
如
シ
。
老
樵
【
ろ
う
し
ょ
う 

｢

樵｣

は
、

き
こ
り
】
ノ
薪
ヲ
担
ヒ
テ
羊
膓
タ
ル
山
径
ヲ
危

ゲ
ニ
辿
リ
下
レ
ル
ハ
、
如
何
ニ
詩
的
ナ
ル
。
尚

上
ル

ヿ
数
町
ニ
シ
テ
、
一
条
ノ
清
泉
懸
レ
リ
。

之
レ
当
山
名
所
ノ
一
ナ
ル
男
女
川(

み
な
の
が

わ)

(注 2)

ナ
リ
。
嗚
咽
【
お
え
つ 

む
せ
び
泣
き
】
潺

湲
【
せ
ん
か
ん 

水
が
清
く
、
さ
ら
さ
ら
と
流
れ
る

さ
ま
。
ま
た
、
そ
の
音
を
表
わ
す
語
】、
琴
瑟
【
き

ん
し
つ 

｢

琴(

こ
と)｣

と｢

瑟(

お
お
ご
と)｣

】
ノ
如

ク
、
試
ミ
ニ
一
掬
【
い
っ
き
く 

ひ
と
す
く
い(

の

水)

。｢

掬｣

は
、
両
手
で
ひ
と
す
く
い
す
る
こ
と
】
舌

端
ニ
触
レ
シ
メ
ン
カ
、
渇
情
立
【
た
ち
ど
こ
】

ロ
ニ
癒
ユ
ベ
シ
。
戯
レ
ニ
巨
石
ヲ
転
ズ
レ
バ
小

蟹
忽
チ
狼
藉
【
ろ
う
ぜ
き
】
タ
リ
。
鞋
底
【
あ

い
て
い 

靴
の
底
。
転
じ
て
、
足
も
と
】
ヲ
谿
【
け

い 
｢

渓｣

と
同
字
】
水
ニ
洗
ヒ
、
心
胆
ニ
鞭
チ
テ
、

又
痛
キ
足
ヲ
引
キ
ズ
リ
ツ
ヽ
急
坂
ヲ
攀
ツ
ル

ヿ
数
十
町
。
坂
路
行
キ
尽
ク
シ
テ
、【
御
幸
ヶ

原
五
軒
茶
屋
の
】
一
茶
点
ニ
憩
ヒ
、
少
焉
【
し
ば

ら
く
】
ニ
シ
テ
又
発
ス
。
荊
棘
【
け
い
き
ょ
く 

｢

荊｣

も｢

棘｣

も
、
い
ば
ら
】
縦
横
、
衣
端
ヲ
釣
シ
、

落
葉
堆
積
土
ヲ
埋
メ
、
之
ヲ
踏
メ
バ
簌
々
【
そ

く
そ
く
】
ト
シ
テ
声
ヲ
発
ス
。
羊
腸
タ
ル
鳥
径

【
ち
ょ
う
け
い 

わ
ず
か
に
鳥
の
通
う
ほ
ど
の
山
中

の
細
道
】
熊
路
ヲ
オ
シ
別
チ
テ
、
鉄
鎖
ヲ
引
キ
、

尚
攀
登
ス
ル

ヿ
数
町
。
漸
ク
ニ
シ
テ
【
男
体

山
の
】
絶
巓
【
ぜ
っ
て
ん 

山
の
絶
頂
】
ニ
達
ス
。

地
ハ
之
レ
予
想
外
ノ
好
景
絶
佳
【
ぜ
っ
か 

す

ぐ
れ
て
美
し
い
こ
と
】
ニ
シ
テ
、
眺
メ
ン
カ
ナ
、

霞
湖
【
霞
ヶ
浦
】
ノ
大
景
ハ
濶
然
【
か
つ
ぜ
ん 

｢

濶｣

は
、
面
積
が
大
き
い
。
広
い
】
ト
シ
テ
眼
中

ニ
展
開
シ
、
帆
船
漁
舟
ノ
去
来
集
散
点
々
数
フ

ベ
シ
。
遠
ク
目
ヲ
放
テ
バ
、
武
【
武
州(

武
蔵
国)

】

総
【
総
州(

上
総
・
下
総
国)

】
ノ
山
川
髣
髴
【
ほ

う
ふ
つ 

ぼ
ん
や
り
見
え
る
さ
ま
】
ノ
間
ニ
隠
見

【
い
ん
け
ん 

見
え
隠
れ
す
る
こ
と
】
シ
、
雲
耶

山
耶
青
一
髪
又
一
髪
(注 3)

。
土
浦
石
岡
ノ
街
衢
【
が

い
く 

ま
ち
。
ち
ま
た
】
、
亦
模
糊
【
も
こ 

ぼ
ん

や
り
し
た
さ
ま
。
曖
昧
模
糊
】
ノ
間
ニ
横
ハ
ル
。

春
風
飈
忽
【
ひ
ょ
う
こ
つ 

飄
忽(

軽
く
て
す
ば
や

い
さ
ま)

 
｢

飈｣

は
、
つ
む
じ
風
。
疾
風
】
ト
シ
テ
、

万
籟
【
ば
ん
ら
い(

｢

籟｣

は
、
ひ
び
き)

万
物
の
、
風

に
鳴
る
音
】
怒
号
ス
ト
聞
ケ
バ
、
蕭
々
【
し
ゅ

く
し
ゅ
く
】
タ
ル
軽
風
予
等
ガ
衣
袂
【
い
べ
い 

｢

袂｣

は
、
衣
の
た
も
と
】
ヲ
襲
フ
。
頭
ヲ
北
方
ニ

回
セ
バ
、
連
巒
【
れ
ん
ら
ん 

や
ま
な
み
。｢

巒｣

は
峰
】
蜒
蜿
【
え
ん
え
ん 

｢

蜿
蜒｣
が
正
し
い
。
蜿

蜒
長
蛇
の
列
】
ト
シ
テ
、
眺
望
ヲ
縦
【
ほ
し
い
ま

ま
】
ニ
ス
ル
能
ハ
ズ
ト
雖
、
日
麗
カ
ニ
、
靉
靆

【
あ
い
た
い 

雲
の
盛
ん
な
さ
ま
】
タ
ル
煙
霞
、

春
光
ヲ
包
ム
。
満
山
皆
之
レ
花
ニ
シ
テ
万
朶

【
ば
ん
だ 

「
朶
」
は
、
垂
れ
下
が
っ
た
枝
】
ノ
花

ノ
艶
【
え
ん
】
ナ
シ
ト
雖
、
之
レ
ニ
代
フ
ル
ニ
、

青
緑
愛
ス
ベ
キ
老
樹
、
新
鮮
掬
ス
ベ
キ
緑
草
ノ

満
峯
ヲ
蔽
ヘ
ル
ア
リ
。
風
光
明
媚
、
偉
観
壮
絶
、

名
状
ス
ベ
カ
ラ
ズ
。
身
ハ
羽
化
【
う
か 

中
国

の
神
仙
思
想
で
、
人
間
に
羽
が
生
え
て
空
を
飛
ぶ
仙

人
と
な
る
こ
と
。
羽
化
登
仙
】
シ
テ
登
仙
ス
ル
ガ

如
ク
、
真
ニ
天
下
ノ
奇
景
タ
リ
。
昔
時
【
せ
き

じ
】
ハ
此
山
ニ
狐
狸
多
ク
、
屢
【
し
ば
し
ば
】

行
人
【
ぎ
ょ
う
に
ん 

行
者
】
ヲ
弄
【
も
て
あ
そ
】

ベ
リ
ナ
ド
云
ヘ
ド
、
今
ヤ
文
明
開
化
ノ
昭
代
ニ

遭
遇
シ
、
狷
智
【
け
ん
ち 

｢

狡
智(

こ
う
ち 

ず

る
が
し
こ
い
知
恵)

｣

の
誤
り
か
】
ノ
獣
皆
悉
ク
遁

逃
【
と
ん
と
う 

｢

遁｣

は
、
の
が
れ
る
】
シ
タ
ル

ニ
ヤ
。
又
其
足
跡
ヲ
ダ
モ
留
メ
ズ
。｣ 

 

(注 1)｢

何
【
い
つ
】
シ
カ
雲
齊
【｢

霽(

は)｣

の
誤
り
】
レ
テ｣ 

 

出
典
は
、
1892

［明
治
25
］年
に
発
表
さ
れ
た
日
本

の
軍
歌
『元
寇
』
。
作
詞
・
作
曲
は
、
『歩
兵
の
本
領
』、

『雪
の
進
軍
』な
ど
を
手
が
け
た
陸
軍
軍
楽
隊
士
官

の
永
井
建
子(

な
が
い 

け
ん
し
1865

～
1940)

。
全
４
番
か

ら
成
り
、｢

四
百
余
洲(

し
ひ
ゃ
く
よ
し
ゅ
う)

を
挙

(

こ
ぞ)

る 

十
万
余
騎
の
敵｣

で
始
ま
り
、｢

い
つ
し
か

雲
は
れ
て 

玄
界
灘
月
清
し｣

で
終
わ
る
。YouTube

で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。 

 

(注 2)

男
女
川 

 

筑
波
山
か
ら
南
流
し
、
逆
川
に
合
流
し
た
後
、
つ

く
ば
市
大
貫
・
中
菅
間
付
近
で
桜
川
に
注
ぐ
。
歌

枕
と
し
て
知
ら
れ
、
陽
成
院(

陽
成
天
皇)

の
歌｢

筑

波
嶺(

つ
く
ば
ね)

の
峰
よ
り
落
つ
る
男
女
川
恋(

こ

ひ)

ぞ
つ
も
り
て
淵
と
な
り
ぬ
る｣(

『後
撰
集
』
恋
三)

は
、
小
倉
百
人
一
首
に
も
採
録
さ
れ
て
い
る
。 

第１６８号 

号 

号 

 

号 

 筑波紀行２ 
 1899［明治 32］年の１・２年生の春期修学旅行は、筑波登山でした。
５月 25日未明に徒歩で本校を出発した一行は、小田、北条、白滝を経て、
いよいよ筑波の急峻に挑みます。今号でも、２年生山口鼎太郎(中２回)
の｢筑波紀行｣で、その行程を辿っていきます。 

 引用文中の旧字体は新字体に改めました。｢筑波紀行｣の見出し及び句
読点は、筆者によるものです。また、【 】は筆者による注記です。 
 なお、｢土中生の登山ルート｣は、進修同窓会ＨＰの『月刊 Acanthus』 

第 168 号３頁に掲載しています。 

（土浦一高・旧土浦中学とその周辺の物語） 

2023（令和５）年６月 20 日   
茨城県立土浦第一高等学校  
進修同窓会旧本館活用委員会  
ＨＰ  http:www.sin-syu.jp/ 
 

進修同窓会 HP にアクセス 

筑波山ロープウェー女体山駅から見た男体山と関東平野(上) 

男体山山頂から見える霞ヶ浦(左上) 



  

 

(注 3)

雲
耶
山
耶
青
一
髪
又
一
髪 

 
出
典
は
、
頼
山
陽
の
七
言
古
詩｢

泊
天
草
洋(

天

草
洋
に
泊
す)｣ 

雲
耶
山
耶
呉
耶
越 

 

 

雲
か
山
か
呉
か
越
か 

水
天
髣
髴
青
一
髪 

 

水
天(

す
い
て
ん 
海
と
空)

髣
髴
青
一
髪(

せ
い
い
っ

ぱ
つ 

青
く
一
筋
の
髪
の
毛
を
置
い
た
よ
う
な
水
平

線) 万
里
泊
舟
天
草
洋 

 

万
里
舟
を
泊
す
天
草
の
洋(

な
だ) 

煙
横
篷
窓
日
漸
没 

 

煙
は
蓬
窓(

ほ
う
そ
う 

粗
末
な
窓
。
こ
こ
で
は
、

舟
の
窓
辺)

に
横
た
わ
り
日
漸
く
没
す 

瞥
見
大
魚
波
間
跳 

 

瞥
見(

べ
っけ
ん 

ち
ら
っと
見
る)

す
大
魚(

た
い
ぎ

ょ)

の
波
間
に
跳
る
を 

太
白
当
船
明
似
月 

 

太
白(

た
い
は
く 

宵
の
明
星
。
金
星)

船
に
当
た

り
て
明(

め
い)

月
に
似
た
り 

 

五 

女
体
山
か
ら
筑
波
町
へ 

｢

眺
矚
【
ち
ょ
う
し
ょ
く 

｢

矚｣

は
、
注
意
し
て

見
る
】
茲
【
こ
こ
】
ニ
久
ク
シ
テ
、
又
倹
【｢

険｣

の
誤
り
】
ヲ
越
エ
、
窮
谷
愈
々
峻
険
ニ
シ
テ
、

境
愈
々
幽
邃
【
ゆ
う
す
い
】。
曲
折
攀
登
、
時
余

ニ
シ
テ
女
体
山
ニ
詣
デ
、
翠
竹
青
松
ノ
蔭
ヲ
辿

リ
、
百
折
シ
テ
山
ヲ
下
ル
。
忽
チ
見
ル
、
虹
蛇

【
に
じ
へ
び 

虹
に
関
連
し
、
創
造
と
雨
を
降
ら
せ

る
力
が
あ
る
と
さ
れ
る
、
神
話
・
伝
説
上
の
巨
大
な

蛇
】
路
ヲ
要
【
よ
う 

さ
え
ぎ
る
。
待
ち
伏
せ
す
る
】

シ
テ
、
余
等
ヲ
呑
マ
ン
ト
シ
、
予
輩
亦
甘
ン
ジ

テ
之
レ
ガ
腹
中
ニ
入
ル
ヲ
。
此
レ
ゾ
名
ニ
シ
負

フ
弁
慶
七
戻
ナ
リ
【
ナ
ル
】
。 

時
ニ
一
生
杖
ヲ
揮
ツ
テ
、
蜀
道
ノ
難
(注 4)

ヲ
歌

ヘ
バ
、
四
韻
岩
ニ
激
シ
、
余
音
溺
々
ト
シ
テ
、

糸
ノ
如
ク
緌
【
ず
い 

冠
の
た
れ
ひ
も
】
ノ
如
ク

谿
谷
ニ
墜
チ
テ
、
淙
々
【
そ
う
そ
う 

水
の
流
れ

そ
そ
ぐ
音
】
ノ
声
ニ
和
ス
。
時
将
ニ
金
烏
【
き

ん
う 

(

太
陽
の
中
に
３
本
足
の
烏
が
い
る
と
い
う

中
国
の
伝
説
に
よ
る)

｢

太
陽｣

の
異
称
】
西
巒
ニ
舂

【
し
り
ぞ 

太
陽
が
没
す
る
】
カ
ン
ト
シ
、
遙
カ

ノ
江
村
既
ニ
模
糊
タ
ル
夕
霧
ニ
隠
レ
、
暮
色
蒼

然
ト
シ
テ
梵
鐘
殷
々
、
帰
ル
ヲ
促
ス
ニ
驚
キ
、

一
行
大
声
、
杖
ヲ
揚
ゲ
テ
疾
走
ス
。
一
瀉
千
里

【
い
っ
し
ゃ
せ
ん
り 

物
事
が
速
や
か
に
は
か
ど
り

進
む
こ
と
】
瞬
間
ノ
後
、
既
ニ
皆
山
麓
ノ
人
ト

ナ
ル
。
此
夜
筑
波
町
ニ
入
リ
テ
、
大
越
楼
ニ
投

ジ
、
沫
浴
【
沐
浴
の
誤
り
か
】
一
番
、
袂
ヲ
階

前
ノ
清
風
ニ
翻
シ
テ
、
欄
ニ
腰
ヲ
ナ
ゲ
掛
ケ
ツ
、

噫
愛
ス
ベ
キ
田
舎
ノ
夕
景
ヨ
、
余
ハ
汝
ガ
賜
ニ

テ
心
神
【
し
ん
し
ん 

こ
こ
ろ
。
精
神
】
ヲ
洗
ヒ

清
メ
ヌ
。
常
ニ
汝
ト
共
ニ
遊
バ
ン
ト
思
ヘ
ド
、

儘
ナ
ラ
ヌ
浮
世
ノ
習
ヒ
、
汝
我
ガ
無
情
ヲ
ナ
恨

ミ
ゾ
【
ナ
恨
ミ
ソ
】
ト
心
ニ
モ
ナ
キ
無
駄
言
ヲ

吐
キ
ツ
。
兎
ヤ
角
ヤ
ス
ル
程
ニ
、
昼
間
ノ
俗
塵

ハ
悉
ク
失
セ
、
玉
兎
【
ぎ
ょ
く
と 

(

月
の
中
に

兎
が
棲
む
と
い
う
伝
説
か
ら)

｢

月｣

の
異
称
】
雲
ヲ

破
ツ
テ
半
天
ニ
懸
リ
、
一
層
ノ
風
致
ヲ
ゾ
添
ヘ

ニ
ケ
ル
。｣ 

                 

(注 4)

蜀
道
ノ
難 

 

出
典
は
、
李
白
の
雑
言(

ざ
つ
げ
ん)

古
詩｢

蜀
道

難｣

。 
 

 

噫
吁
戲(

あ
あ)

危
ふ
き
か
な
高
き
哉 

 
 

蜀
道
の
難
き
は
青
天
に
上
る
よ
り
も
難
し 

     
(

以
下
略) 

六 

下
山
、
帰
校 

｢

廿
六
日
朝
、
綴(

つ
く
ろ
い)

ヲ
終
ヘ
、
旅
店

ヲ
辞
シ
テ
、
先
ヅ
当
山
宝
物
ヲ
拝
観
ス
、
中
ニ

モ
嵯
峨
親
王
(注 5)

ノ
御
真
蹟
【
し
ん
せ
き 

そ
の
人

の
ま
こ
と
の
筆
跡
。
真
筆
】
ナ
ル｢

天
地
開
闢
筑

波
神
社｣

テ
フ
幅
【
ふ
く 

掛
物
。
軸
物
】、
三
代

将
軍
徳
川
家
光
公
ノ
御
料
【
ご
り
ょ
う 

天
皇
や

貴
人
の
所
有
・
使
用
す
る
も
の
に
対
す
る
尊
敬
語
】

用
ニ
供
セ
ラ
レ
シ
刀
【
小
刀
】
、
硯
、
用
紙
入
、

水
晶
【
水
晶
製
の
文
鎮
】、
土
佐
内
記
(注 6)

ノ
物
セ

シ
ト
伝
フ
画
、
藤
原
俊
基
(注 7)

ノ
物
セ
シ
鶴
ノ
金

屏
風
等
、
観
終
ツ
テ
、
筑
波
ヲ
発
シ
、
帰
路
ニ

就
ク
。
平
田
崇
疇
秩
然
【
ち
つ
ぜ
ん 

き
ち
ん
と

順
序
の
整
っ
て
い
る
さ
ま
】
ト
シ
テ
画
ク
ガ
如
ク

荣
黄
【｢

荣｣

は
栄
の
俗
字
。
こ
こ
で
は
、
花
】
緑
草
、

東
西
ニ
亘
リ
、
雲
雀
【
ひ
ば
り
】
飜
遷
【
ほ
ん

せ
ん 

ひ
る
が
え
る
こ
と
】
ト
シ
テ
中
空
ニ
翔
ル
。

我
レ
戯
レ
ニ
花
ヲ
胸
間
ニ
挟
シ
テ
、
詩
ノ
神
ヨ

リ
授
ケ
ラ
レ
タ
ル
薫
一
等
【
く
ん
い
っ
と
う 

｢
薫｣

は
、
よ
い
か
お
り
。
勲
一
等
と
掛
け
て
い
る
】

ノ
桃
花
章
【
と
う
か
し
ょ
う 

桐
花
章(

桐
花
大
綬

章)

と
掛
け
て
い
る
】
ヲ
見
ズ
ヤ
ト
云
ヘ
バ
、
波

山
子
直
チ
ニ
、
予
ハ
菫
紫
章
【
き
ん
し
し
ょ
う 

｢

菫｣

は
、
す
み
れ
。
金
鵄
章(

金
鵄
勲
章)

と
掛
け
て

い
る
】
ヲ
受
ク
ベ
シ
ト
テ
、
菫
摘
ミ
タ
ル
モ
興

ア
リ
ケ
リ
。
右
折
シ
テ
進
ム
ニ
、
此
ア
タ
リ
査

公
【
さ
こ
う 

(

明
治
期
に
用
い
た
語)

｢

巡
査｣

の
俗

称
。
お
ま
わ
り
】
ナ
ラ
デ
ハ
巡
リ
モ
行
カ
ヌ
片

田
舎
ナ
レ
バ
、
我
等
一
行
ヲ
見
ル
ヨ
リ
喧
騒
極

リ
ナ
シ
。
或
ハ
犬
吠
エ
カ
ヽ
リ
テ
稚
子
【
ち
し
】

ハ
泣
テ
遁
【
に
げ
】
帰
リ
、
泣
ケ
ル
ハ
俄
ニ
止

ミ
テ
、
打
チ
守
ル
ナ
ド
、
何
レ
モ
笑
艸
【
笑
い

ぐ
さ
】
ノ
種
ナ
ラ
ヌ
ハ
ナ
シ
。
曲
折
迂
回
、
奔

流
矢
ノ
如
ク
清
徹
掬
ス
ベ
キ
桜
川
ト
相
逢
ヒ

相
去
リ
、
馬
耳
ノ
双
聳
【
そ
う
し
ゅ
う
】
ス
ル

ガ
如
キ
波
山
ヲ
眺
メ
ツ
ヽ
、
隊
伍
整
然
、
嚠
喨

タ
ル
一
声
ト
共
ニ
無
恙
【
つ
つ
が
な
く
】
帰
校

セ
シ
ハ
午
後
四
時
ノ

ヿ
ナ
リ
キ
。
家
ニ
帰
リ

テ
、
此
清
遊
ヲ
黙
想
ス
レ
バ
、
山
神
水
伯
【
す

い
は
く 

水
の
神
】
髣
髴
ト
シ
テ
眼
前
ニ
横
ハ
リ
、

身
ハ
ナ
ホ
波
山
ニ
在
ル
ガ
如
シ
。｣ 

 

(注 5)

嵯
峨
親
王(

1723

～
1787) 

 

嵯
峨
大
覚
寺
門
跡
寛
深
法
親
王
。
か
つ
て
は
、

親
王
御
染
筆
の｢

天
地
開
闢
筑
波
神
社｣

の
額
が
、

一
の
大
鳥
居
に
掲
げ
ら
れ
て
い
た
。 

 

(注 6)

土
佐
内
記 

 

住
吉
如
慶(

す
み
よ
し 

じ
ょ
け
い 

1599

～
1670) 

江
戸
初
期
の
画
僧
で
、
名
は
広
通
、
通
称
内
記
、

如
慶
は
法
号
。
土
佐
光
吉
の
門
人
で
、
土
佐
様
式

大
和
絵
の
絵
師
。 

1662(

寛
文
２)

年
、
後
西
天
皇
の
勅
命
で
住
吉
家
を

立
て
、
鎌
倉
時
代
の
絵
師
住
吉
慶
忍
を
遠
祖
と
仰

ぎ
、
江
戸
に
一
派
を
開
い
た
。
江
戸
幕
府
の
御
用

絵
師
を
務
め
た
。 

 

(注 7)

藤
原
俊
基(

日
野
俊
基 

？
～
1332) 

 

鎌
倉
時
代
後
期
の
公
家
。
1318

［
文
保
２
］
年
に
即

位
し
た
後
醍
醐
天
皇
の
信
任
を
得
、
日
野
資
朝
ら

と
と
も
に
討
幕
計
画
に
参
画
し
た
。 

1324

［正
中
元
］年
の
正
中
の
変
で
は
捕
ら
え
ら
れ
た

が
許
さ
れ
た
。
1331

［元
徳
３
年
／

元
弘
元
］年
の
元
弘

の
乱
で
再
び
捕
ら
え
ら
れ
、
翌
年
、
鎌
倉
の
化
粧
坂

上
・葛
原
ヶ
岡
で
処
刑
さ
れ
た
。 

 

 
 
 
 
 
 (

高
21

回 

松
井
泰
寿) 

弁慶七戻り 



 

 

      筑波山塊地図 
      （明治 44年発行 一部修正） 

 

筑波山名所絵図（下） 

至土浦 
至一の矢・ 
八坂神社 

至岩瀬駅 

３年生行程
岩瀬駅 

１・２年生行程
岩瀬駅 

３学年合流行程 
学年合流行程 

３学年合流後行程 

３年生行程 
学年合流行
程 

３学年合流 
大
越
楼 
 

１・２年生行程 
学年合流行程 
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